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　【目的】　急速に高齢化が進む中、高齢者をめぐる食の状況も以前とは違ったものになっ

てきている。半調理品やできあいの惣菜など食の外部化が取りざたされる今、高齢者は食

生活の上で何に気を使い、どんなものを調理し、何を外部に頼っているのだろうか。本調

査ではその実態を探り、若年層との比較・検討を行った。

　【方法】　①家庭訪問調査:1994年8～11月、11名(80代1 名｡70代２名､60代6名､50代

１名､40代１名）に訪問ヒアリング調査を実施。　②アンケート調査:1994年12月、首都

圏に暮らす1800名の「自分で調理をする女性」を対象に質問紙調査を実施、1277名の回答

を得た（回収率71%）。　①②の調査内容は、属性、日常の食生活。調理行動、簡便食品

の利用状況、台所設備と機器の使用状況。食生活意識などである。

　【結果】　高齢者は、健康に気を配り自分でまめに調理をしているいっぽうで、できあい
の惣菜を利用する頻度もかなり高いことがわかった。

・高齢者ほど焼き魚、煮魚、野菜の煮物をよく食べている。火を使わない料理、常備菜を
　食べる頻度も高い。

・高齢者は、献立を考える際、調理法を工夫し量がたくさん食べられるようにすること、

　１品でいろいろな種類の栄養が摂れることなどに気を使っている。また煮物などを始め

　から多めに作っておき、２～３回にわけて食べることも多い。

・できあいの惣菜を利用する頻度は30代と70代でほぼ同じである。高齢者がよく利用する
　惣菜はおでん、焼き魚など｡･

2Jp-7 鹿児島県佐多町における高齢者の食生活(第１報)
鹿児鳥県立短大　○小住フミ子，倉元綾子

く目的)全国的高齢化の中で,とりわけ鹿児鳥県の過疎と高齢は高いと言われる。佐多町は

本土最南端の農漁村で，人口4578人. Bb歳以上が1528人. 1994年5月31日現在の高齢化率

は33.4%である。北緯31度を町内に持つ大隅半島突端の交通不便な地域である。町民は海岸

線にそって,せまりくる山の裾野に居を構え,農林水産漁業従事者57%の町である。演者らは，

同町の65歳以上の高齢者を対象に食生活および日常生活の実態について調査した。

(方法》予め質問用紙を準備し,佐多町の65歳以上の高齢者居宅家庭に調査を依頼した。調

査は1994年12月，質問紙法，留置法で行った。有効回収数117票，回収率n％であった。

調査内容は食生活および日常生活である。分析は項目別に単純集計，必要に応じてクロス
集計を行った。

　(結果》(1)調査対象者は男53%,女45%,平均年齢71蔵であった。年齢構成は65歳～74歳64%.

75歳以上34%であった。独居1/4.一世代世帯1/2.居住期間は52年と長い。子供や社会との交

流は活発で,｢寂しい｣と感じる人は少なかった。主な収入源は国民年金等の年金であった。

(2)食事時刻は規則正しく，時間帯は集中している。食事に要する時間は短い傾向にある。欠

食,好き嫌い,外食はほとんどない。食生活改善や栄養に関する関心や知識は極めて高い。

(3)佐多町では農漁業従事者が多く。仲間との交流も盛んで，意識的な体操や運動をする
ことなしに，日常生活の中で自ら健康の維持増進がなされていると思われる。
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